
＜別 紙＞ 
○新設計画の概要 

 

＜新設計画（予定）＞ 

 内    容 

名 称 新潟火力発電所５号系列 

所 在 地 新潟県新潟市東区桃山町二丁目２００ 

出  力 １0 万ｋＷ級 

発電方式 高効率コンバインドサイクル 

熱 効 率 約５０％（低位発熱量基準） 

使用燃料 ガス・重油 

基本工程 
着    工：平成２１年７月 

営 業 運 転 開 始：平成２３年３月 

 

＜既設設備＞ 

 

 
認可出力 燃料 長期計画停止時期 廃止時期（予定）※

３号機 ２５万ｋＷ ガス・重油 平成１８年４月 平成２１年７月 

４号機 ２５万ｋＷ ガス・重油 － － 

※廃止時期は今後の需給動向等により変更となる場合がある。 

 
 

＜当社における高効率コンバインドサイクル発電設備（参考）＞ 

設備名称 出力 営業運転開始年月 

東新潟火力発電所 3 号系列 109 万ｋＷ 
昭和59年12月（３－１号系列）

昭和60年10月（３－２号系列）

東新潟火力発電所 4 号系列 161 万ｋＷ 
平成 11 年  7 月（4－1 号系列）

平成 18 年 12 月（4－2 号系列）

仙台火力発電所 4 号機 44.6 万ｋＷ 平成 22 年 7 月予定 

新仙台火力発電所３号系列 95 万ｋＷ級 
平成 28 年 7 月（半量）予定 

平成 29 年 ７月（半量）予定 

 



高効率コンバインドサイクル発電の特徴 
 
 

１．エネルギー利用効率の高い発電システム 
ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた発電システムで、燃焼ガスの熱

膨張エネルギーによりガスタービンを回転させるとともに、ここで生じた高温

の排出ガスで水を熱して蒸気を発生させ、蒸気タービンを回して発電します。

これにより、従来の蒸気タービンでの発電と比較して熱効率が高く、エネルギ

ーの有効活用が図れる発電システムです。 
 
２．二酸化炭素（ＣＯ２）の低減 

高効率発電システムにより、地球温暖化の原因となるＣＯ２の排出を低減し

ます。 
   
３．窒素酸化物（ＮＯｘ）の低減 

ガスタービンには低ＮＯｘ燃焼器を採用するとともに、脱硝装置を設置する

ことにより窒素酸化物の排出を低減します。 
 
４．温排水量が減少 

ガスタービンと蒸気タービンにより発電しますが、同じ電気出力を得る場合、

ガスタービンは温排水を排出しないため、蒸気タービンのみで発電するシステ

ムと比較して温排水量が減少します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜コンバインドサイクル発電設備のしくみ＞ 
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天 然 ガ ス も し く は 重 油 を 圧 縮 空 気 と 混 合 し て 燃 焼 さ せ (① )、そ

の 燃 焼 ガ ス の 力で、まず「ガスタービン」を駆動させて(② )、 発電を

行う。そして、そのガスタービンから排出された燃焼ガスを回収・利用

し(③)、水を熱して蒸気を発生させ(④)、その蒸気の力で「蒸気ター

ビン」を駆動させて(⑤ )、発電を行う。 




